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GIFTS & TASKS  8 月号 

 

なぜ関心を持つべきなのか 

 

 8月に韓国で開催された世界会議で私の任期は終了しましたので、これが私の最後のニ

ュースレターとなります。皆さんに残したいと思う最も大切な考えは、皆さんが出席され

ず、世界のあるところで起こっている会議について、なぜ皆さんは関心を持つべきなのか

ということです。 

 私は「すべての共同体は地元である」という格言をまだ支持しています。なぜなら地元

で生活しているからです。しかし、時々、地元という概念を広げなければなりません。

2018年の 8月、私たちの惑星は地元になりました。25ヶ国から 61名の代表が、マリア

ニスト家族の中での信徒の役割の将来について、共に模索するために会ったのですから。

もちろん、これは出席者にとってよいことでした。しかし、なぜ皆さんは関心を持つべき

なのでしょうか。 

 1. なぜなら、マリアニスト家族は皆さんの地元の MLCより大きいからです。マリア

ニスト家族は、世界中で信徒マリアニストがその約束を生きるうえでの関心事とやり

方について理解しているので、私たちの生活すべてを豊かにしています。 

 2. なぜなら、今インドで、スペインで、トーゴで、チリで…起こっていることが、皆

さんの親戚‐皆さんの家族で起こっているからです。洪水、紛争、災害、人間にとっ

ての素晴らしい進歩をニュースで聞くと、皆さんのマリアニストの「いとこ」の何人

かが、それに遭遇しているかもしれないと思い出すことができます。 

 3. なぜなら、私たちの信仰は普遍的だからです。たとえ違うことばや文化をもつ人た

ちとでも。「混乱のない一致」は、夢物語のようなことばというより、私たちが信仰

について決断する時に、考える何かになるに違いありません。 
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 4. なぜなら、他の国のMLCに関心を寄せるので、自分たちの地元の MLC を超え

て、人々のことをより考えさせるからです。 

 

 マルセタ・レイリーは、新しい北米/アジア地区の代表として選出さ

れました。私はマルセタに大きな信頼を寄せていますし、彼女ができう

る限りのリーダーシップを発揮することによって皆さんを代表し、皆さ

んに奉仕することを知っています。来月、彼女から直接伺ってくださ

い。 

 

 

 

                                  スーザン・ヴォート  

                                前 北米/アジア地区代表 

 

 

 

 

 

MLC国際会議要約 

           
・北米/アジア地域に関するレポート 

テキスト ＆ パワーポイント 

                      Text & PowerPoint  

 

                   2018-2022年のチャレンジ/目標  

            ENGLISH          FRANÇAIS            ESPAÑOL 

                   この資料の最後に日本語訳を掲載しました 

              

           第７回 MLC国際会議の様子の動画は下をクリックしてください 

https://www.youtube.com/watch?v=exkX8NAK2t8&t=4s 

 

http://r20.rs6.net/tn.jsp?f=0018D92JQW6ykl7nSLnTLygilKqbr2ccl96sSaUAcyfPiDSpdGxHAwdKAfrRc5J2x_En7RWVEWGTWXLQ_T88Z9lMhE-nTZPrrvd1LWTWfuj_fnQRCmk2AF8oA4crHlBzpkEazaJtUTLZoKMvtbBYwHNOMrriwPoTcgpaOcKRfWpgoCSkrooXDPcOfUGAGpXE0uZXF5oY15zTVIemn6jAFNXfAJWy6xFjMU3IMGUpHasbLFJvIFz1dO2_KL2ABNxJBh4&c=u598sOmmOCIvbo8H0oCBCmC_w4iB6gj8ZQG1Z3QVLic-nhwUqsptgQ==&ch=HkEzmg_M8h6GcNVEqiXbrxA0rcbu3w1ZPCdYOMZNUXr8CYoY1FWETg==
http://r20.rs6.net/tn.jsp?f=0018D92JQW6ykl7nSLnTLygilKqbr2ccl96sSaUAcyfPiDSpdGxHAwdKAfrRc5J2x_EOQaA7Gjs6HCzIvMJ08_omlbtCRmOxHpZY801YXFh3lCmySxnrt5uJSucCydwcpR1oTpZlXNvo2wTHSIs88CDqsKpmJGLBZLizAvm-ulUqrbeXGip2lbE-LB93o2E31pTnvs3Ezoi80tiM30870SPRTbhttMozUe0Rse986fz-SHkiP2SXRRUSxD2Z7K_HxuY&c=u598sOmmOCIvbo8H0oCBCmC_w4iB6gj8ZQG1Z3QVLic-nhwUqsptgQ==&ch=HkEzmg_M8h6GcNVEqiXbrxA0rcbu3w1ZPCdYOMZNUXr8CYoY1FWETg==
http://r20.rs6.net/tn.jsp?f=0018D92JQW6ykl7nSLnTLygilKqbr2ccl96sSaUAcyfPiDSpdGxHAwdKAfrRc5J2x_ESHpxLUBqjlRGEAoKGzQzNfoGa0HqzQNXVAtsjK3QrTNbnkHJHybq77cTCAsxCnhelU8hT8OQMCqql2XlpeQbO-YnqdpuBi6FbdD528h9i9fXWlkNgs6GcXWdScwtPdBeJfMdStHn85rhhdoSIM3-Fik1g4g6VsZtuoG96BFZx2G9Ykg8uwNxEISDyRJSDFiT&c=u598sOmmOCIvbo8H0oCBCmC_w4iB6gj8ZQG1Z3QVLic-nhwUqsptgQ==&ch=HkEzmg_M8h6GcNVEqiXbrxA0rcbu3w1ZPCdYOMZNUXr8CYoY1FWETg==
http://r20.rs6.net/tn.jsp?f=0018D92JQW6ykl7nSLnTLygilKqbr2ccl96sSaUAcyfPiDSpdGxHAwdKAfrRc5J2x_EHtgIv8vvFSayEyNWUUZjTBXUsFIW5mDX84db6SwkyUzxgvaTiFGOeUjKg-9whXeOa8mFbHK9P0LaZ-pHn6_vpQDeLWfEJoEVUejdXLqpG6u8HEa79TTl4iGXzMwEL52vim84EwKp8ectEj227qN916lTbDhCvU5FVy0_UxGGLrplZVD7Q9WWOOJb5e1YofhW&c=u598sOmmOCIvbo8H0oCBCmC_w4iB6gj8ZQG1Z3QVLic-nhwUqsptgQ==&ch=HkEzmg_M8h6GcNVEqiXbrxA0rcbu3w1ZPCdYOMZNUXr8CYoY1FWETg==
http://r20.rs6.net/tn.jsp?f=0018D92JQW6ykl7nSLnTLygilKqbr2ccl96sSaUAcyfPiDSpdGxHAwdKAfrRc5J2x_EGKdbD9RWuduOZDCnyTI4rbQslOYbLzaXsxQf3Z-Dwk3AgFfZCzMPDz4aF2BLlptO_jffiu390nRmlrJo5BTYBADOfOK2UOtREcxcmqdrf0TZD5bEPyCNDANwyWbybyI2SchPNfXMO4ptDzmbNKiozyou2mZS__GNwDmDK_2lZiyrM4Kf_3w6JVMEPtu2938-&c=u598sOmmOCIvbo8H0oCBCmC_w4iB6gj8ZQG1Z3QVLic-nhwUqsptgQ==&ch=HkEzmg_M8h6GcNVEqiXbrxA0rcbu3w1ZPCdYOMZNUXr8CYoY1FWETg==
https://www.youtube.com/watch?v=exkX8NAK2t8&t=4s
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北米/アジア地区の各国の代表者達 

 

 

新しい国際チーム 
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世界の状況 

 

性的虐待と隠ぺいについて考えたこと 

 最近、聖職者の性的虐待とこの痛ましい問題を隠蔽する企てについて、多くのニュース

が流れています。辞職を申し出たチリのすべての司教の決定は、チリから来た信徒マリア

ニストの代表が、韓国の会議でこの問題を提起して難問に立ち向かうよう促しました。

300人以上の司祭が性的いたずらをし、1000人を超える被害者がでているというペンシル

ベニア大陪審のレポートのニュース速報は、韓国での会議の最中に入ってきました。 

 韓国での会議の少し前、バチカンの信徒、家庭、いのちの部署は、カトリック教会に公

認されているすべての信徒団体（MLC 国際組織はこれに含まれています）に、子供たち

と傷つきやすい大人を守るための青少年保護評議会（PCPM）の努力に、どのように従う

かについての声明を明らかにするために、メッセージを送りました。国際チームは Eメー

ルでこれを討議したところ、新しい国際チームの選挙がわずか 6週間後に迫っているの

で、新しいチームにこの指令書について、討議の続行を課すことを決定しました。 

 

 マリアニスト家族は、この地域の教会に奉仕する上で、独特な地位を占めています。性

的虐待と隠蔽のスキャンダルは、クラリカリズム（聖職権主義）－司祭の地位と教会の聖

職位階制を不当に擁護することに根差しています。これは権力の濫用と、どのようなコス

トを払っても教会の評判を守りたいという誘惑に繋がり得ます。 

 

 弟子の平等性は、マリアニスト・カリスマの重要な次元です。マリア

会は混合構成が特徴です。これらの原則の両方とも、マリアニスト家族

が奉仕者として、謙虚な役割を果たす助けとなっています。誰も力、地

位、特権を持ちません。私たちはマニフィカトでマリアと一緒にいま

す。「思い上がる者を打ち散らし、権力ある者をその座から引き降ろし、

身分の低い者を高く上げ」。私たちの共同体の構造は、身分に基づいてできているのでは

なく、単に役割が違うということに基づいています。これは教会の奉仕で、私たちが捧げ

ることができる恵みです。 

・ 被害者に正義をもたらす 

・ 高潔な司祭を支援する 

・ 神のある特定の民を他の人より価値があると仄めかす教会の構造を変革する 

祈りや悔悛するだけではなく、教会の奉仕で、平等なものとして手に手を取って歩く経験

をしていきましょう。 

                              スーザン・ヴォート 

                            退任する北米/アジア地区代表 



5 

 

 

祈りましょう 

 
・性的虐待と隠蔽のスキャンダルに、どのように反応するかを知る知恵を

与えてください。 

・正しいことをする勇気を持てますように。 
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2018-2022 年のチャレンジ/目標 

 

F 財政 国際チームは、MLC に所属しているという意識を高め続け、提案された活動内

容を実行できるように、最低でも年収の 1時間当たりの金額を寄付するという約束を達成

すべきです。（投票 31、代表 21） 

 

I 以下によって、すべてを含み欠けるところのない養成を促進します。 

- マリアニスト・カリスマとリーダーシップを含む養成段階による内容です。 

- コンテナ：マリアニスト家族に存在する資料を共有するための共通のプラットフォーム     

      （投票 30、代表 12） 

 

B  貧しい人たちや社会から取り残された人たちと連帯するための奉仕で実行に移し、ま

た社会正義を果たす具体的なプログラムを作ること。物質的な貧しさだけではなく、霊的

な貧しさにも対応できる適切なプログラムを作ること。   （投票 28、代表 12） 

 

D マリアニスト家族と教会の中で、MLC がリーダーシップを取る役割を広げおよび進め

るための高度な訓練を通して、初期の養成用の MLC養成ガイドを確立すること。 

      （投票 27、代表 12） 

 

H 青年 マリアニスト家族を通してイエスと共に生きる経験をするために、地域および

または国際レベルで青年との会合を促進および促すこと。国際的な青年を対象とする委員

会を創設すること。（投票 27、代表 12） 

 

E  国際チームと任命する委員会は以下を行います。 

- MLC養成計画に見られる詳細な記述の中にある、基本的な原則を含む文書を作成し

ます。 

- 財政計画のやり方と同じように、すでにあるもの、すでに使用したものや将来に向け

て提案される取り組みを共有するために、手に入れやすい養成に関する手段や資料を

蓄える機関（養成手段バンク）を創設すること。 

   （投票 26、代表 10） 

-  

C 行動計画を付随して、共通のマリアニスト家族の活動を識別する委員会を設置するこ

と。貧しい人たち、青年、傷つきやすい人たちに向けて、またその人たちと共にこの計画

はその活動を考慮するべきです。（投票 22、代表 10） 
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F 青年 国際チームと委員会は以下のことを行います。 

- 世界中のマリアニスト家族の中で、今青年に何をしているかということについての情

報を集めます。 

- MLCの他の人たちとマリアニスト家族で興味ある取り組みを分かち合い、その人た

ちがそれぞれ責任をもつように結びつけます。 

 

若い人たちにキリストとマリアニスト・カリスマを引き合わせ、その取り組みで彼らに同

伴し励ます、独創的で具体的な方法を検討します。 

    （投票 21、代表 10）  

                         

J 青年に近づき、惹きつけます。青年にマリアニスト活動全体を開放する行動を奨励し

ます。青年のための国際 MLC 委員会を創設するための可能性、将来にむけての提案、国

際チームに MLC 青年部の代表を出す、地域での会議または国際会議や交流を促進しま

す。（投票 18、代表 10） 

 

A 青年も含む養成プログラムを作ること。青年を惹きつける特別なプログラムを作りま

す。それは私たちの原点を豊かにし、共通のアイデンティティを明確します。 

    （投票 15、代表７） 

 

 

 

 


